
1981年出上の木簡

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
結
果
を
合
せ
て
詳
し
い
検
討
を
加
え
た
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

木
筒
は
四
点
あ
り
、
ヒ
ノ
キ
材
の
柾
目
・
板
日
と
も
に
使
用
し
て
い
る
。

①
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千
□

〔林

と

□
□
日
Ｈ
日
□

。　
□

。　
□

以
上
の
四
点
と
も
伴
出
土
器
に
よ
り
八
世
紀
に
比
定
さ
れ
る
。

栃
木
・
下
野
国
府
跡

所
在
地
　
　
　
栃
木
県
栃
木
市
田
村
町

調
査
期
間
　
　
一
九
八
一
年

（昭
５６
）
五
月
ぞ

一
九
八
二
年

（昭
５７
ど
二
月

発
掘
機
関
　
　
栃
木
県
教
育
委
員
会

・
卸
栃
木
県
文
化
振
興
事
業
団

調
査
担
当
者
　
大
金
宣
亮

・
田
熊
清
彦

。
木
村
　
等

５
　
連退
跡
の
種
類
　
官
衝
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
野
国
府
跡
は
、
栃
木
市
の
東
方
を
南
流
す
る
思
川
の
右
岸
沖
積
低
地
上
に

位
置
し
て
い
る
。
政
庁
跡
は
現
官
延
神
社
境
内
の
周
辺
地
区
よ
り
検
出
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
１
期
か
ら
Ⅳ
期
に
区
分
さ
れ
る
建
物
群
の
変

遷
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

政
庁
各
期
の
建
物
配
置
は
、
前
殿

（東
西
棟
）
を
中
央
部
に
つ
く
り
、

そ
の

東

・
西
両
側
に
長
大
な
協
殿

（南
北
棟
）
を
構
築
す
る
も
の
で
あ
る

（正
殿
は
未

調
査
）。
た
だ
し
、
Ⅳ
期
に
な
る
と
前
殿
は
再
建
さ
れ
な
い
。
な
お
、
Ｉ
期
の
東

・
西
脇
殿
は
瓦
葺
建
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
期
政
庁
は
焼
失
し
て
い
る
。
四
至
の

区
画
施
設
は
、
１

・
Ｉ
期
が
掘
立
柱
塀
に
な
っ
て
お
り
、
Ⅲ

・
Ⅳ
期
が
土
塁
も

し
く
は
築
地
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ⅱ
期
塀
の
内
側
及
び
Ⅲ

・
Ⅳ

期
塀
の
内
と
外
側
に
は
溝
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。
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屋
和
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木簡出土地 (南から)



木
筒
を
出
上
し
た
遺
構
は
、
政
庁
Ｉ
期

（八
世
紀
前
半
代
頃
）
に
構
築
さ
れ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
大
溝

（
ｓ
Ｄ
一
一
３

と
政
庁
Ⅱ
期

（
八
世
紀
後
半
代
を
九
世
紀

前
半
代
頃
）
焼
失
時
に
は
廃
棄
さ
れ
て
い
る
土
羨

（
Ｓ
Ｋ
Ｏ
一
５

で
あ
る
。

大
溝

（幅
約
七
・
四
ｍ
、
深
さ
約
一
・
一
ｍ
）
は
政
庁
南
北
中
軸
ラ
イ
ン
の
西
約

一
九
〇
ｍ
を
南
北
に
走
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
北
端
が
曲
折
し
て
政
庁
跡

南
正
面
へ
向

っ
て
い
る
。
溝
南
端
は
、
政
庁
の
南
約
三
三
〇
ｍ
付
近
に
向

っ
て

東
折
し
て
い
る
。
こ
の
大
溝
は
、
南
流
し
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
溝
の
埋

土
は
、
上
層
に
黒
色
粘
質
土

（含
土
器
。
木
製
品
）
、
中
位
の
層
に
砂
と
暗
褐
色

上
の
互
層
、
下
層
に
砂
混
り
の
暗
褐
色
泥
質
土

（含
土
器
・
木
製
品
）
が
堆
積
し

て
い
る
。
木
簡
及
び
削
屑
①
？
⑥

。
①
は
、
大
溝

（
ｓ
Ｄ
一
三

）
と
同
位
置
上

に
掘
削
さ
れ
た
農
業
用
水
路
工
事
中
に
掘
り
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
。
①

・
の

ｏ
熾

は
水
路
工
事
排
土
中
よ
り
、
③
を
⑥

は
一
括
し
て
Ｂ
地
点

（図
か
照
）
よ
り
採
集
し
た
も
の

で
あ
る
。
⑦
は
第

一
ト
レ
ン
チ

中
位
の
層
の
出
上
で
あ
る
。

土
羨

（形
状
は
不
整
円
形
、
径

約
二
・
三
ｍ
、
深
さ
約
○
・
六
ｍ
）

は
政
庁
に
西
隣
す
る
地
区
よ
り

検
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
八
二

年
七
月
現
在
も
調
査
中
で
あ
る
。

木
筒
０
は
、
土
羨
上
面
を
覆
う

政
庁
Ｉ
期
焼
失
時
の
整
地
上
よ
り
も
下
位
の
埋
土
か
ら
出
上
し
て
い
る
。
今
回

報
告
す
る
も
の
の
他
に
百
余
点
の
木
筒
削
屑
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

①
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1981年出上の木簡

ω
は
四
断
片
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
端
破
片
の
縮
少
が
著
し
い
。
文
字
は
表
面
に
良
く
の
こ
っ
て
い
る
が
、
裏
面

の
墨
痕
は
極
め
て
薄
く
不
鮮
明
で
あ
る
。
表
面
の

「都
可
郷
」
は
、

『
倭
名
類

乗
抄
』
の
下
野
国
都
賀
郡
中
に
は
不
見
の
郷
名
で
あ
る
。
②
は
表
面
が
平
滑
で

な
い
た
め
文
字
太
の
感
を
う
け
る
。
裏
面
は
や
や
腐
蝕
し
て
お
り
、
文
字
は
認

め
ら
れ
な
い
。
な
お

「
石
田
郷
」
は
、

『倭
名
類
乗
抄
』
に
当
国
芳
賀
郡
の
一

郷
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
０

「鎮
火
祭
」
の
行
事
は
神
祇
令
天
神
地
祇
条

及
び
令
義
解
註
釈
文
を
参
考
と
す
る
な
ら
ば
、
官
城
四
方
外
角
で
季
夏
、
季
冬

に
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
地
方
の
国
府
に
お
い
て

も
同
様
の
祭
祀
が
行
な
わ
れ
て
い
た

一
資
料
と
な
ろ
う
。
①
に
残
存
す
る

「
里

正
」
の
二
文
字
は
、
こ
れ
を
郷
里
制
施
行
下
の
里
の
長
を
表
わ
す
も
の
と
解
釈

し
得
る
な
ら
ば
、
下
野
国
府
跡
政
庁
Ｉ
期
の
年
限
を
考
定
す
る
上
で
特
に
重
要

な
資
料
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

栃
木
県
教
育
委
員
会

　

『
下
野
国
府
跡
発
掘
調
査
概
報
』
Ⅳ
　
一
九
八
一
年

平
川
南

「
下
野
国
府
跡
出
上
の
木
筒
に
つ
い
て
」
（同
右
収
載
）
に
は
、

木
簡
①
に
つ
い
て
貴
重
な
考
察
が
み
ら
れ
る
。
特
に
参
照
を
乞
う
。

（大
金
宣
亮
・
田
熊
清
彦
・
木
村
　
等
）

下野国府跡木簡出土地点図




